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「熟慮断行」 ～ 一人一人が輝ける未来へ ～ 

広  報  誌 

広島ブロックアカデミー 

一般社団法人大竹青年会議所は『まち』と『ひと』を思い活動する２０歳から４０歳までの青年の団体です。 

 
最新の詳しい事業活動を更新中！！ 

ＵＲＬ：http://www.otakejc.com/2016/ 

右のＱＲコードをご利用ください。 

【facebookでも活動情報を公開中！！】 

右のＱＲコードをご利用ください。 

 

７月３０，３１日に、１泊２日で今年度青少年育成事業「あそび×まなび 大竹プレスタ２０１６」を開催いたしまし

た。今年は「感謝」をテーマに、便利すぎる今の世の中に生きる子どもたちが、普段体験しにくい活動を通じて、仲間と

困難や達成感を共有していくことで、周りにいる仲間や大人の人たちに感謝でき、思いやりの心を持てる優しい子どもに

成長してもらえるよう１月より企画・設営してまいりました。 

子どもたちは班ごとに分かれ、仲間の証のミサンガ作り、ベンチ作り、火おこしから始ま 

るワイルドＢＢＱ、きもだめし、キャンプファイヤー、朝の運動ボクササイズ、そして 

最後に班員ひとりひとりへのありがとうカード作成など、さまざまな研修を、力を合わせ 

乗り越えることで、ひと回り成長してもらいました。 

 また、本年度の新たな試みとして、一般市民から有志の１１名を実行委員会メンバーと 

して公募し、会員と共に企画段階から参画して頂き、事業を運営してきました。まちの将 

来を担う子どもと直面している一人ひとりが、自分のまちに対する当事者意識をもち、まち 

づくりに対する意欲を集結し、共にまちづくりに寄与できる事を成し遂げる。そのような 

子育て世代である我々の背中を次世代に見せていくことが、必ず今以上に笑顔溢れる明る 

い豊かな社会の実現に繋がると信じています。最後に、この度のあそび×まなび 大竹 

プレスタ２０１６に対し、 

ご理解ご協力を頂きました 

すべての皆様に感謝申し上 

げます。 

 ６月１１日、１２日に大竹の地にて２０１６年度広島ブロックアカ

デミーを開催しました。広島県内の青年会議所へ近年入会した者を対

象に、他地域の仲間との友情を育みながら、それぞれの地域のリーダ

ーとして活動していく意識への変革を促すことを目的に実施しまし

た。 

初日は、チームスローガンを各自のビブスの背中に一文字ずつ書い

て表現し、大竹伝統の紙漉き体験をし、三倉岳に登山しました。登山

においては、ただ登るだけでも厳しい内容の中、チームとして協力し

水を運ぶ課題を行うことで、より一層の達成感や連帯感を味わうこと

が出来ました。 

二日目は総合市民会館にてＶＭＶセミナーを実施し、ＶＭＶセミナ

ーでは、ＪＣの未来像（夢）や使命、価値について教えていただき、

最後に決意のハガキを書いていただきました。 

このセミナーを終えて今後、新入会員の方々が率先して活動する地

域のリーダーとして活躍することを期待しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あそび × まなび 大竹プレスタ２０１６ 

http://www.otakejc.com/2016/
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安心安全マップ 

公益社団法人日本青年会議所 
第６５回全国大会広島大会 開催予定 

一般社団法人大竹青年会議所は『まち』と『ひと』を思い活動する２０歳から４０歳までの青年の団体です。 

２０１１年から毎年継続して行っている安心安全マップ事業も今年で５年目を迎えま

した。この安心安全マップ事業とは、交通安全ではなく防犯の観点から、『入りやすくて

見えにくい場所』をキーワードに子どもたちが犯罪に巻き込まれないように、自分の身

は自分で守る、自己危険回避能力を向上させることを目的とした事業です。２０１６年

度は玖波小学校３年生と玖波中学校２年生の合同で開催いたしました。普段何気なく生

活している自分たちのまちを実際に見て歩き、犯罪が起こりやすそうな場所、また安全

な場所を再確認し、それぞれの班に分かれ地図を作成しました。 

 ２０１１年にこの事業を始めた当時、小学生としてこの事業を受けて頂いた児童が中

学２年生になり、今度は小学生をサポートし牽引していく先輩として共に活動してもら

いました。人に物事を伝える事、人を導いていく活動を通じて、その難しさや自尊感情

を高めてもらえた事業となりました。 

 

防犯における意識の変革 

広島ブロック協議会 

野球大会 
５月８日（日） ｻﾏｰｺﾝﾌｧﾚﾝｽ 

７月１６日（土） 

７月１７日（日） 

中国地区協議会 

地区ｺﾝﾌｧﾚﾝｽ 2016 
６月１８日（土） 

尾道のしまなみ球場にて、２０１６年度 

広島ブロック予選野球大会が開催されま

した。広島ブロック協議会内各青年会議所

全１２ＬＯＭが集まり、大竹青年会議所は

東広島青年会議所、三原青年会議所と対戦

し０勝２敗と予選敗退となりましたが、交

流と、仲間の絆を深める事が出来ました。 

中国地区協議会が掲げる“共感からつな

がる中国の実現”の更なる飛躍に向けて

「VISIONARY JC ～共感からつながる！

５４のまちを想う「心」が地域を磨く！～」

をテーマに、強固なつながりを築きあげる

ことの出来る大会として、山口県岩国市で

開催されました。 

主権者意識と日常生活、国際貢献と企業

活動、社会貢献と経済活動、地域の個性と

地域間連携という概念が調和した、新しい

価値観を生み出す考え方を組み込んだ社会

の仕組みを発信し、参加者が全国で行動を

始めるためにサマーコンファレンス２０１

６が開催されました。 

１０月６日（木）から９日（日）まで４日間にわたり、第６５回全国大会広島大会が、一般

社団法人広島青年会議所主管のもと、『強く優しくしなやかに「心」ある日本へ』を大会テー

マに開催されます。 

この大会を通して、守るべきもののために強くて優しいあらゆる価値の根源であるＪＡＹＣ

ＥＥが、人と人とのつながりの中でしなやかに幅広く協調して「心」ある国、日本を実現する

大会とします。 

また、全国の同志に広島の魅力、さらに大竹の魅力を発信することで、地域が活性できるよ

うに、副主管として大竹青年会議所会員も尽力致します。 

 

ひろしまに きんさいや～！ 



 

発行：一般社団法人大竹青年会議所 Vol.７                発行日：２０１６年９月１日 

５月例会 ５月９日（火） 

８月例会 ８月６日（土） 

一般社団法人大竹青年会議所は『まち』と『ひと』を思い活動する２０歳から４０歳までの青年の団体です。 

６月例会 ６月７日（火） 

７月例会 ７月７日（木） 

例 会 

実践能力あるリーダーを目指して 

明確な目標を持ち、信念を持って行動することの重要性を

学ぶことを目的として、８月例会を開催しました。この度の

例会では、広島県知事 湯﨑英彦様、マツダ株式会社 常務

執行役員 人見光男様、株式会社イワタ木工 代表取締役 

岩田和真様からビデオメッセージという形でお話をいただ

きました。いずれの方も、一つの目標の達成に満足せず、次

なる高みへと挑戦しつづけ、現在も第一線でご活躍されてい

ます。３名の方からそれぞれ、目標に向かって挑戦するきっ

かけや、その際に指針となったもの、目標を達成するうえで

得たもの等の話をお聞きし、刺激を受けたことで、我々会員

は、あらゆる課題に対して積極的に挑戦する人材にならなけ

ればならないと感じました。 

意地と誇りを胸に、全力でやりきる熱い気持ちを 

プラスの空気を創り、周囲から協力を得る 

挑戦するために 

６月例会では、本年度は広島ブロックアカデミーを主管させ

ていただくことから、我々が大竹青年会議所会員としての意

地と誇りを感じ、全力でやりきることの出来る熱い気持ちを

持つ場として開催されました。 

広島ブロックアカデミー事業成功に向けて、県内各地青年会

議所のメンバーの事を考え、大竹らしさを伝えるために、田

中実行委員長をはじめ、向井理事長や谷岡直前理事長から、

大役を受けてからの想いや覚悟などを聞くことで、会員に本

事業に向けてどのような気持ちで取り組むことが大切かを学

びました。 

一般社団法人お寺の未来より松本紹圭氏をお招きし、高い志と実践能

力あるリーダーの育成を目指し、一般公開講演会として５月例会を開催

しました。 

多くのご来場を頂き、会場満員の中、盛況な講演会となりました。松

本講師より、近江商人の商売理念「三方よし」に独自の四方目を加えた

「四方よし」をご講演頂き、企業・組織を発展、永続に導く為には、「志

=利他の精神」と視座を高め、世の中を見渡す視点が重要であることをお

伝え頂きました。参加者各々その重要性を理解できる有意義な学びの場

となりました。会員一同、志を高く持ち、所属する企業・組織、地域社

会の発展を旨に、今後の JC活動へ邁進して参ります。 

 

総合市民会館２階ホールにて、空気活性プロデューサー、夏川達也

氏をお招きし、周囲から快く協力の得られるリーダーの育成を目指し、

一般公開例会として７月例会を開催しました。結果、多くのご来場を

頂き、盛況な講演会となりました。 夏川講師より、パワーコミュニ

ケーションと題し、リーダーがプラスな空気を創ることで高実績の集

団へと導くコミュニケーション法をご講演頂きました。参加者が、講

師自身の芸人、経営、ＪＣ活動の経験から得た、実践的な手法を学ぶ

事で、リーダーがプラスな空気を創る重要性とその手法を十分理解で

きる例会となりました。会員一同、所属する企業、組織において、意

図的にポジティブな空気へ導くよう邁進して参ります。 



 

 
２０歳から４０歳までの貴重な年月、共に

研鑽と成長を重ねる、友情の日々を歩み

ませんか？あなたの参加を会員一同、い

つでも歓迎いたします！ 
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 髙橋佐多合同事務所では、司法書士倫理、行政書士倫理を大切にし、市民の皆様の権

利擁護に努めています。地域の相続問題を解決、防止することを基本方針とし、相続・

遺言・成年後見手続きを専門に扱っています。「複雑な相続手続きを円滑にすすめたい。」

「亡くなった方から、名義の変更をしていない不動産がある。」「ご家族で認知症の方が

おり、財産の処分ができない。」「相続でもめないよう、遺言書を書いておきたい。」と

いったご相談がありましたら、是非当事務所をご活用ください。 

 

所在 大竹市油見三丁目３番１１－３０２号（大竹駅徒歩２分） 

   ＴＥＬ ０８２７－５４－３８００ 

会 員 募 集 
【ＪＣ三信条】 

1.個人の修練 2.社会への奉仕 3.世界との友情 
 

青年会議所は活動の基本を「修練」「奉仕」「友情」におき、

会員は「明るい豊かな社会を築き上げる」ことを共通の理想

としています。 また、会員相互の啓発と交流をはかり、公

共心を養いながら、地域との協働により社会の発展に貢献す

ることを目的としています。 
 

【ＪＣ宣言】 

日本の青年会議所は混沌という未知の可能性を切り拓き、個

人の自立性と社会の公共性が生き生きと協和する確かな時

代を築くために率先して行動することを宣言する。 
 

【綱領】 

われわれ JAYCEE は社会的・国家的・国際的な責任を自覚し

志を同じうする者、相集い、力を合わせ青年としての英知と

勇気と情熱をもって明るい豊かな社会を築き上げよう。 

一般社団法人大竹青年会議所は『まち』と『ひと』を思い活動する２０歳から４０歳までの青年の団体です。 

会員企業紹介 有限会社 山口屋        山口 貴宏 君 

司法書士／行政書士 髙橋 佐多 合同事務所 

有限会社 中野自動車      中野 友博 君 

【こころの凹みもなおします。】をコンセプトに大竹市で４３年、自動車の傷凹みを修

理する鈑金塗装業を行っております。自動車保険での修理や、自費修理、過失割合など

で、お困りの時に、自動車の鈑金塗装専門工場だからこそできるご提案があります。地

域の町医者的存在で、お困りの時にすぐに駆けつけ、皆さんのお力になれるよう頑張っ

ていきます！FacebookPage もぜひご覧ください！ 

所在 大竹市立戸４丁目５番１０（国道２号線沿い） 
   ＴＥＬ ０８２７－５２－２２１０ 

  

 『創業 50 年、大竹駅から徒歩 1 分の場所で食堂（やまぐち）、喫茶店（バーモンド）、

居酒屋（一休）、仕出し（みちくさ）の 4 店舗を営業（火曜日定休日）。先代から受け継

いだ味には自信があり、平日はサラリーマン中心、土日は家族やスポーツ団体等の利用

者が多いです。』 

  

所在 大竹市新町一丁目８番２２（大竹駅徒歩２分） 

   ＴＥＬ ０８２７－５２－２０４１ 

  

髙橋 央史 君 


